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鶴見区区政会議 平成２７年度第２回 第１部会 

 

１ 日時 

  平成２７年９月２９日（火） １９時００分～２０時１７分 

２ 場所 

  鶴見区区役所４階 ４０３・４０４会議室 

３ 出席者 

  （委員） 

  西田部会長、安間委員、大原委員、木村委員、宗宮委員、林委員、藤井委員 

  （区役所） 

  河村区長、萩副区長、奥本魅力創造課長、小川広報戦略担当課長、 

  筒井魅力創造課長代理 

４ 議題 

  １． 平成２８年度鶴見区運営方針の方向性について 

  ２． その他 

５ 議事 

開会 １９時００分 

○奥本課長  皆さんこんばんは。ただいまから鶴見区区政会議平成２７年度第２回

第１部会を開会いたします。 

 私、本日の司会を務めさせていただきます魅力創造課長の奥本でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、開会にあたりまして、河村区長から挨拶を申し上げます。 

○河村区長  皆さん、こんばんは。お忙しいところ遅い時間にありがとうございま

す。区政会議もこのメンバーで２年間やってきていただいて最後の部会ということで

ございますけれども、今回は、２７年度、まだ半分も経過しておりませんが、この間
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やってきたことの振返りを含めて、また２８年度運営方針というのをつくっていかな

いといけない状況でございまして、その中で、皆様方からいろんなヒントなり考え方、

またこの２年間を通じていろいろ思っておられること等あると思いますので、そのご

忌憚のないご意見をお伺いして、また次年度以降の取組みにつなげていきたいと思っ

ております。最後までよろしくお願いいたします。 

○奥本課長  まず、冒頭に定足数の確認をさせていただきます。 

 本日は、委員定数８名中、７名の委員のご出席をいただいておりますので、定足数

は満たしておりますことを報告いたします。 

 また、本日は、市会議員の方もご出席いただいておりますので、紹介させていただ

きます。 

 土岐議員でございます。 

○土岐議員  皆さんこんばんは、よろしくお願いいたします。 

○奥本課長  なお、徳村府議、大橋市議、今井市議におかれましては、公務のため

やむを得ずご欠席のご連絡をいただいております。 

 それでは、これより議事進行を西田部会長にお願いをいたします。 

 部会長よろしくお願いいたします。 

○西田部会長  それでは皆さんこんばんは。 

 ただいま区長のほうから話がありましたように、我々約２年ですね、第１部会とい

うことで、皆さん方にはいろいろとお世話になりました。 

 今日が最後ということになり、来期もう既に新しい委員が決まっているそうですけ

れども、今後ともまた皆さん方の温かいご声援のほうもお願い申し上げたいと思いま

す。 

 まず、会議の公開につきまして、本会は皆さんご存じのようにこれまでと同様全て

公開としたいと思っております。ご了承の程よろしくお願い申し上げます。 

 また、これまで、報道関係の写真撮影及び録画についても個人情報を含むなどの事
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情がない限り議事開始後もご承認いただいておりますので、今回も同様の取り扱いと

したいと思います。 

 それでは、早速ではございますが、議案の１「平成２８年度鶴見区運営方針の方向

性について」事務局から説明していただきたいと思います。 

○奥本課長  はい。本日は皆様方の机の上に資料を配付させていただいております。

「平成２８年度鶴見区運営方針の方向性について」右肩資料２と書いておりますけど

も、そちらの資料をご覧いただきたいと思います。 

 経営課題の１といたしまして、魅力あふれるまちづくりにあたりまして、まず、現

状でございます。 

 左の上のところに現状を、３つほど書かせていただいております。 

 １つ目ですが、昨年、鶴見区制は４０周年を迎えました。１９７４年から２０１４

年の４０年間の人口を比較いたしますと、市内全域で人口が減少しておりますけれど

も、鶴見区では人口が増加をしております。その増加率ですけれども市内で４番目と

いう高い値を示しておりまして、かつ、年少人口の割合が市内２４区の中で最も高い

という特性がございます。 

 また、鶴見区では先日開催されました「区民まつり」をはじめ、鶴見緑地の清掃ボ

ランティア活動「クリーングリーン鶴見緑地」、蛍の鑑賞会「ホタルの夕べ」を開催

されるなど、地域の連携とか地域での活動が非常に活発でございます。 

 このような区の特性を活かして、鶴見区役所では、区民ニーズの高い音楽系イベン

トや子育て世帯対象のイベントをはじめとしたさまざまなイベントの開催をさせてい

ただき、また、区内に散在しております名所旧跡にもスポットを当てた事業を実施す

るなど、さまざまな角度から区の魅力を発掘創造して情報発信していく取組みを行っ

ております。 

 その右隣でございますけれども、現時点での課題をこちらに書かせていただいてお

ります。４つほど書かせていただいておりますけれども、まず一番上のところです。 
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 区に深い愛着を持つことができる取組みを行っていく必要があると認識をしており

ます。 

 ２つ目でございます。イベントですけれども、一過性ではなく継続的に取り組むこ

とで、イベントの認知度を高め、またマンネリ化にならないように開催内容につきま

しても精査整理していく必要があると認識をしております。 

 また、３つ目でございますけれども、区の魅力を高めるためには、イメージでもあ

ります「花と緑のまち」、この花と緑のまちづくりや環境に関する施策をさらに推進

していく必要があると考えております。 

 このようなイベントや事業に関する情報を、区が持っているさまざまな広報媒体を

活用しまして広く発信し、区内外に向けて鶴見区の魅力を広くＰＲできるような取組

み、これをより推進していく必要があると課題として認識をしております。 

 その中段でございますけれども、２７年度取組みの方向性と書かせていただいてお

ります。２７年度取組みを考えるにあたりまして、その方向性について、昨年、この

第１部会でご議論いただきましたものをこちらに掲載をさせていただいております。 

 ４つほど書かせていただいておりますけれども、１つ目が地域の活性化や鶴見区の

魅力向上を創出するような取組みを推進していきます。 

 ２つ目が区の歴史や誇り、まちの魅力を再認識する取組みを推進していきます。 

 ３つ目ですけれども、環境への意識の高まりが区全体に広がるような取組みをさら

に推進していきます。 

 ４つ目ですけれども、利用者の皆様のニーズに合ったさまざまな情報発信に努めて

いきます。 

 このような取組みの方向性に基づきまして、その下でございますが、２７年度の取

組みを行っております。 

 その方向性に基づく２つの柱といたしまして、１つ目が地域資源を活用した魅力再

発見の取組み、２つ目が「環境」や「花と緑」をキーワードにした取組みを推進とい
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うふうに、２本立てで行っております。その上のほうの１つ目ですが、具体的な取組

みといたしまして、まちあるきの実施や、区の歴史に関する冊子発行を考えておりま

す。これにつきまして、現在と内容について精査をしているところでございます。 

 この１０月、来月からですけれども、区役所のロビーを活用いたしましてコンサー

トを月１回開催していこうと考えております。 

 つるみブランドフェスティバルでございますが、こちらは、既に５月３日に鶴見緑

地の花桟敷で開催しております。 

 その下の楽園会議のイベントは、来月ですが、楽園会議のボランティアの方たちの

企画・運営によりまして、どろんこ王国というイベントを開催します。 

 このどろんこ王国は、区内にあります田んぼの中で、田んぼに水を入れてどろどろ

にした状態で子どもとその保護者の方が一緒にその田んぼの中に入って、いろいろな

遊びをしていく企画を考えております。 

 農事体験プロジェクトは芋ほりでございます。抽せんで１５０組の方々に水やりと

か除草をしていただいておりまして、１１月にその芋の収穫をしていただこうと考え

ております。 

 あと、ポップカルチャー講習会でコスプレの講習会を年７回程度やらせていただい

ております。 

 その下、鶴見緑地会場での光のイベントの実施ですけれども、これも昨年に引き続

きまして１２月の開催で、今いろいろと調整をしているところでございます。 

 その下ですけれども、国際庭園を会場とした国際交流の取組みを、区民まつりと同

時開催でワールドフェスタという形で、さまざまな国の方々のステージだとか、食の

取組みもさせていただきました。 

 あと、情報発信ですけれども、サイトによる情報発信を随時行っております。 

 ２つ目ですけれども、「環境」と「花と緑」をキーワードにした取組みの推進のと

ころで、具体的取組として、環境フェスタの開催と書かせていただいております。こ
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ちらは、南極で越冬隊員の方たちの体験とか、映像、また南極の寒さというんですか

ね、そういうものを実際に体験できるようなイベントにしようかなということで、今、

調整をしているところでございます。 

 あと、環境学習会ですが、３回開催予定で今、進めております。 

 低炭素化の推進だとか、種花事業を１２地域でやっていただいておりますけれども、

こういった形の環境の取組みの支援もさせていただいております。 

 最後、下のほうですけれども、鶴見緑地の蛍の幼虫放流でございます。これ４月に

緑地の緑のせせらぎのところで、幼虫の放流を幼稚園の方たちにしていただきました。 

 また、風車の丘のチューリップ球根、再生品でございますけれども、こちらのチュ

ーリップの球根の配布につきましても今年度も実施しようと思っております。 

 こういった２７年度の取組みを踏まえまして、来年２８年度の取組みの方向性を右

側に書かせていただいております。こちらも４点ほどまとめて書かせていただいてお

ります。 

まず１点目でございます。区民が世代を問わず鶴見区の歴史やまちの魅力を感じ、

愛着を深められる取組みを引き続き実施したいと考えております。 

 その下ですけれども、考えられる取組みといたしまして、現在、先ほども申し上げ

ましたけれども、区の歴史に関する冊子、「発見！！つる魅力」というタイトルの冊

子を２８年度の転入者の方に配付をしたいと思っておりまして、その増刷を考えてお

ります。 

 そのほか、撮影体験イベントといたしまして、こちらはカメラメーカーのご協力を

得まして、撮影素材が豊富な鶴見緑地でイベントの開催を検討しておりまして、区の

新たな魅力の創出につなげていきたいと考えております。 

 ２つ目ですけれども、より魅力的で来場者や参加者の満足度が高いイベントを実施

することで、にぎわいを創出し、地域の活性化を促進しながら区外にも鶴見区の魅力

を広める取組みを行うことですが、その考えられる取組みといたしまして、仮称でご
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ざいますが、スプリングフェスティバルを開催します。こちらは、２年前から、つる

みブランドフェスティバルとして緑地の花桟敷のところ、大池の西側ですけれども、

行っているイベントの内容を一新いたしまして、新たにスプリングフェスティバルと

して開催していこうかなと考えております。 

 そのほか、楽園会議の企画イベント、これも開催します。こちらは前回の部会でも

委員の方から、楽園会議につきまして、何らかの支援が必要ではないかというような

ご意見がありましたので、２８年度につきましては、その楽園会議の活動ＰＲのため

の経費を充実していきたいと考えております。 

 そのほか、先ほど申し上げましたけれども、区民まつりの同時開催のワールドフェ

スタとか芋ほりの農事体験プロジェクト、またコスプレなどのポップカルチャー講習

会などを開催していきます。 

 ３つ目ですけれども、鶴見区の強みでもある花と緑のまちづくりへの活動参加者の

すそ野を広げていくとともに、環境に関する活発な区民活動を支援していくというと

ころで考えられる取組みといたしまして、種花活動でございます。今、今津中学校の

横のところで花づくり広場を活動拠点にしておりますが、それの複数拠点化、区の南

側にありますので、区の北部でも拠点が設けられないかということで、今、緑地内で

考えております。活動されている方の負担を軽減する面で、その活動事業の複数拠点

化を考えていきたいと思っております。 

 あと、クリーングリーンだとか、鶴見緑地の蛍の幼虫放流もしていきたいと思って

おります。 

 ４つ目でございます。区役所等の行政機関や地域などが有するさまざまな広報媒体

を活用いたしまして、区の魅力ＰＲに取り組むという点でございます。考えられる取

組みといたしましては、情報サイトによる情報発信や広報紙、ホームページ、フェイ

スブックなどの情報発信、また「つるみっ子だより」の小学校の配布と、前回の部会

でご意見がありましたけれども、公立小学校への配布を現在しておりますが、それ以
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外の小学生、児童のお子様にも届くように、駅構内での区の情報コーナーでの配架だ

とか、商業集客施設のイオンでの区情報コーナーでの配架も新たに実施しました。ま

た、区内に６１カ所広報板がありますけれども、その広報板のほうにも現在は掲示さ

せていただいております。 

 その他、区役所とか区内大規模商業施設や駅へのチラシの配布だとか、あと交通局

の協力も得まして、地下鉄構内や車両のアナウンスなどで、区の魅力ＰＲに努めてい

きたいと考えております。 

 以上が、２８年度取組みの方向性として、現時点で考えていることでございます。 

 こちらにつきまして、皆様方のご意見などをいただきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○西田部会長  ただいま、事務局から魅力あふれるまちづくりということで、現状、

課題、２７年度の方向性から取組みにつきまして、２８年度の取組みの方向性につき

まして詳しく話をしていただきました。それにつきまして、皆さん方委員さんのご意

見をお聞きしたいと思いますので、どうぞお願いします。 

 遠慮なくお話をしていただきたいと思います。 

○大原委員  よろしいですか。 

○西田部会長  はい、どうぞ。 

○大原委員  取組みに関して大事になってくるのが、以前からよく議論に挙がって

いるところだと思うんですけど、広報であったりあとボランティアの方の確保という

のがあると自分は思ってはいるんですけど、この取組みの方向性の中で、ボランティ

アという方があまり触れられてなかったんですけれども、例えばどういった形でその

ボランティアの方を確保していくであったりとか、妙案があったりとか、こういうよ

うなことをやってみようだとか、そういったお考えって今のところあったりするんで

しょうか。 

○奥本課長  そうですね、以前も委員からボランティアのことについてご意見があ
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ったと思うんですね。それにつきましては、区役所も今考えておりまして、先ほど申

し上げましたどろんこ王国、１０月２４日に開催をするんですけれども、そのどろん

こ王国のイベントにつきまして広報紙で、ボランティア、手伝っていただけませんか

というような広報をしました。 

 また、楽園会議のメンバーさん、８名程度いらっしゃいますけれども、それも増や

すという考えから、その楽園会議の活動ＰＲにつきましても力を入れていってボラン

ティアの活動を増やしていきたいというような支援をしていきたいと思います。 

○大原委員  そういった機会を増やしていって、だんだんそういったボランティア

の方をどんどん広げていくというか。 

○奥本課長  そうですね。できましたら、そういう方たちでまたネットワークみた

いなものをつくっていって、そのボランティアの方たちが１回だけではなくて複数回

のイベント等にもご協力いただけるような仕組みみたいなものは考えていきたいと思

います。 

○大原委員  私もほかの方から意見もいただいたことがあったんですが、ボランテ

ィアというのは、ご年配の方が中心になってしまうところがあったりするので、例え

ば中学校の生徒さんとかを授業の一環として鶴見緑地の清掃活動とかをするなどにし

て、ボランティアに対しての動機づけであったり、緑地をきれいにするという自分の

気持ちの持ち方であったり、そういったところを養うために授業の一環として中学生

にお願いするというのも、学校とタッグを組んでやってもいいんじゃないかなという

意見を人からいただいたことがあったので、ちょっとここで今、話させていただきま

す。 

○奥本課長  ありがとうございます。緑地で今、ご存じのようにクリーングリーン

鶴見緑地という活動をしておりまして、平成２３年から年２回開催をして、当初３０

０名を超える方が参加をしていただいていたんですけれども、かなり最近は少なくな

ってきまして、そういった清掃活動にご参加される方たちをどのようにお声がけをし
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ていって増やしていけばいいのかなというのは、区役所でも考えております。大原委

員がおっしゃったみたいに、中学校の生徒さんとかに呼びかけていってボランティア

の動機づけ、おっしゃったみたいな形で何らかの働きかけができたらいいなと思いま

した。 

○大原委員  ありがとうございます。 

○萩副区長  クリーングリーンなんかで言いますとね、子どもさんと親御さんと一

緒に来ておられるんですね、ああいうのを大事にしたいと思っていましてね。ご近所

に声をかけて来てもらうとかそういうのをぜひやってみたいと思っています。 

○大原委員  お願いします。 

○奥本課長  周りの方々はクリーングリーンのことをよくご存じの方は多いんです

かね。 

○大原委員  うちの地域は多いかと思います。私も何度かお邪魔させていただいた

し、子どもとも一緒に行かせていただいたんですけど、知らない人もやっぱり多いと

思うんですね。どれだけそれをちょっと広げられるかというのが大事かなというふう

に。 

○奥本課長  どうすれば広がっていくようになりますかね。 

○大原委員  どうすればというのはちょっと僕もピンとこないんですけど、ただそ

ういう清掃活動へ行くことによって、自分の子どもはすごく鶴見緑地の、例えばごみ

とかに関してすごく意識が高くなったんですね。 

○奥本課長  マナー向上にもつながっていくんですね。 

○大原委員  そうですね。落ちたごみを自分で何も言わず拾うようになったり。教

えられたことも多かったので、子どもたちがそういった意識を今よりもより一層持つ

というのを持ってもらえれば、もっと緑地がきれいになるのかなというふうに期待し

たいなと。 

○奥本課長  そうですね、ありがとうございます。 
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○西田部会長  今の話ね、我々の連合としても、ボランティアの募集とかいうこと

をいろいろやってますけど、高齢化になってなかなか人が集まらない。これが現状で

す。大原君も私のところ、茨田南連合です。今、おっしゃるように、クリーングリー

ンとか子どもを交えた芋ほりとかああいうものについては、親子で来られるという有

利な点があるんで、そのときは子どもも一緒に行きましていろいろ経験してもらった

りして、うちも小学校の防災訓練をやるんですけれども、これについても子どもにや

はり、例えば煙中訓練とかいろいろやるんですけれども、現実に体験させていろいろ

知らせるということが大事になるんで、ボランティアの中身にもよりますけれども、

できるだけ親子でいけるようなものを必ず親子で出席してもらって、経験してもらう

ということが絶対大事やと思う。今後、これから特に、我々も連合としても、中学生

あたりの人をできるだけ対象に、例えば、ちょっと余談ですけど来月、祭りがありま

す、だんじりが。大体ああいう祭りが好きな子もたくさんおるんですよ。それで同級

生の子どもを呼んでくるとか、友達を連れてくるとかいうことで１人でも多く出てき

て非常ににぎやかに、そういう形でやはり友達が友達を呼んで来るということで、輪

を広げていくというような形が一番、これからのボランティアについても大事かなと

いうふうに、連合としても我々も考えているところですので、皆さん方のほうも、ど

この連合もそうですけども、もう今、例えばふれあい喫茶一つにしても、ちょっと余

談になりますけど、年配で食事されたにしても、ボランティアに来て手伝ってくれる

方が逆に見てもらわんといかんというような状況なんです。そういう面ですごく困っ

ているというか、少ないので大変であるということが現実なんで。今後とも今、大原

君が言うように、中学生とか小学生、親子で一緒にね、そういうふうにやっていくよ

うな授業というか、クリーングリーンなら特にそうですわ。これはもう見本になると

思いますのでいいことかなというふうに思いますけれど、そのあたりも頭入れながら

ボランティアを進めていきたいなというように思います。はい。 

 また、皆さんのほうでどうぞ。 
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○藤井委員  続いてなんですけど。 

○西田部会長  どうぞどうぞ。 

○藤井委員  多分そのクリーングリーン活動と同じように環境面を考えるという上

では、先ほどおっしゃったように世代を超えて組んでいけると思う。小さい年代、幼

稚園、保育園の年代からでも、お母さんたちも若いので、お母さん、お父さんを交え

てという活動で十分活動していけると思うので、幼稚園、保育園の団体も合わせて、

もちろん小学校、中学校と学習面の内容として入れていけないのかなと。そのお話は

区役所から持って行ったりはできないんですかね。環境を考えるという面では、教育

的活動には絶対必須なんで、入ると思うんですよ。そういう面で問いかけて、ご協力

いただけませんかという活動の連携をとられたらいいんじゃないかなと、ちょっとか

ねがね思ってました。 

○奥本課長  小学校の環境の副読本で今、教えていると思うんですが。一般的な環

境というのも必要だと思うんですけども、緑地を活用してとか、そういう区の特有の

地域資源を活用して実際に活動していただくというのは、非常にいいことだと思いま

すね。 

○河村区長  今、小学校、中学校対象に出前授業というのをやらせてもらっていま

して、年十何回やっているんですけれども、そんな中でも、去年で言うと、ＵＮＥＰ

さんの協力を得て環境についての勉強もしていますので、そういったところでもこう

いう取組みをＰＲしたり、参加を促すというのは、ぜひやっていきたいなと思います。 

○西田部会長  よろしいですか。 

○藤井委員  はい。 

○西田部会長  宗宮さん、どうぞ。 

○宗宮委員  区役所がこういったイベントで魅力あるまちづくりのためにいろんな

企画をされているというのは、やっぱり大きく区の動き自体も変わってきたというこ

とで、評価して、いい動きやなと、流れやなというふうには思ってるんですけれども、
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まちづくりをしていくためのイベントということで、幅広いテーマでいろんな動きを

つくっていくということを一通りやってきた中で、あと、すそ野を広げるとかあるい

は継続性を持たせるというふうなことになれば、区役所が主催で区役所限りでやって

ますよ、企画・立案から実際の運営まで区役所がいつまでもやってますよというふう

なことをやってると、なかなか市民や新しい若い担い手を一緒になって巻き込んでい

くという動きにやっぱりならないというふうに思いますので、区役所はテーマとか、

基本的には予算ですね、そこを確保したら、後は市民に任せるぐらいの度量を持って、

ＮＰＯを巻き込んで取り込んでくるとか、新しい軸の中で区役所が予定しているんで

すよと、市民の皆さんこういうテーマについて何か提案をして区と一緒にやって、区

のその資産を活用しながら一緒に魅力あるまちづくりをしませんかというような企

画・立案の流れの中へ、ちょっとステージを上げていってもらわないと。例えば、光

の花桟敷なんか、実際にホームページとかを見てもすばらしい取組みなんですけれど

も、やっぱり運営の中に、市民がそこで運営スタッフとして主体的に参加してるとい

うのが見えない。いろんなここに書いてあるようなイベントの一つずつについて、今、

花桟敷だけ取り上げたけれど、ほかのことについてもやっぱりそうで、区役所がある

程度リードしてそのイベントをつくるというようなことは、今までにない取組みを市

民がいきなりというのは無理なわけで、そういう意味で言えば、既にそこのレベルと

いうのは区役所がやってこられたと思いますので、これからの方向性としては、今ま

でやってきたやつをもっとそういうところで、仕掛けをつくった後は、実際に動かす

のは市民なんだよというようなスタンスを区のほうが発信していただくというふうな

ことが大事なんちゃうかなというふうに思います。 

 そういった意味では、大阪鶴見ええまちネットであるだとか、例えばこの間、東淀

川で若い人たちが花火を５分間上げたというのが結構マスコミで取り上げられたりし

て、今、東淀川のほうの人と話をすることがあるんですけども、あれはどこで誰がや

っとったんやという話題性がわずか５分の花火でものすごい盛り上がってるという状
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況がありますよね。あれは区は協力はしているけれども、主催とかいうようなことで

はなかったやろうとは思うんですけれども、区のほうからの情報としては流れてたよ

と思うんですよね。地域でまちづくりとかまちおこしとか考えている若い人たちが鶴

見区にはいいっぱいいるはずですから、そこをどうして取り込んでいくのかというと

ころで考えていかないと、クリーングリーンにしても本当にいい動きやったと思うん

ですが、やっぱりこれが継続していくというのは非常に難しくて、動員型になっちゃ

うとたちまちしぼんでしまいますよね。例えば大阪城なんかで鎧兜、真っ赤っかな真

田の侍みたいな格好で、火ばさみでごみを拾っていくというようなことをテーマにし

ている市民グループありましたよね。クリーングリーンを長いこと続けていく中で、

鶴見緑地で育っていないという状況をクリーングリーンの問題というふうに考えたと

きには、ああいう団体をクリーングリーンの中で、鶴見緑地の中で育てるんだという

目線をやっぱり区役所が発信していけへんかったらあかんの違うかなというふうにち

ょっと思っていて、来年に向けてという方向については、テーマとメニューについて

は非常にオーケーというふうに思う。ただ、その運営の仕方として、そこの味つけを

さらに強化していってもらいたいと思います。 

○奥本課長  ありがとうございます。イベントとか事業の取組みにあたりまして、

我々も区民の皆様のニーズが必要ですから、そういうことを把握いたしまして、実施

を考えております。当然、区役所単独でやっていくというイベントは非常に限界があ

りますので、地域との連携というのは非常に重要だと思っております。 

 その一つなんですけれども、先ほど申し上げました楽園会議というボランティアが

今、７、８名ぐらいいらっしゃるんですけども、その方たちは企画から運営まで全て

自分たちで毎月１回ここに集まっていただいて、いろんな意見やアイデアを出してい

ただいて、こんなことしようや、あんなことしようやと言って、考えるだけではなく

て実際イベントも携わっていただいている。その方たちが初めから終わりまで全てや

りますということで２年前からやっていただいておりまして、今回で３回目のイベン
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ト開催になるんですけれども、非常に熱心にこの活動をしていただいております。そ

の方たちが今後増えていけば、非常にいろんな区民の皆さんのやりたいこととかした

いことなどを実のあるものにしていけるのかなと。それについて、区役所といたしま

しても当然支援もしていきたいと思いまして、その活動がより継続性を持って充実し

ていくために今回、２８年度につきましては、その活動ＰＲのための経費も充実させ

ていただいて、予算につきましても考えていきたいと思っています。 

○萩副区長  昨日の第２部会でもご意見いただいたんですけどね、何でもっと地域

を信頼してくれへんねん、何でわしらにもっと相談してくれへんねんとこういうご意

見もいただいていますので、何ができるか十分考えてやっていきたいと思っています。

よろしくお願いします。 

○西田部会長  そうですか、はい。 

○奥本課長  この間、区民まつりと同時開催でワールドフェスタをやったんですが、

今まで国際庭園でなかなかイベントをしていなかったので、花博が終わって２５年た

って国際庭園にスポットを当てる意味で、今回ワールドフェスタを開催させていただ

いたんですけれども、あのイベントに行かれた方はいらっしゃいますか。 

○西田部会長  よかったよ。 

○奥本課長  ありがとうございます。 

○西田部会長  区民まつりの開会式と同じ時間帯やったからね、ちょっとな、つら

いとこあったわな。気の毒やけど、区民まつりのほうにやっぱり人が集まってるから、

ワールドフェスタの開会式に出席した副区長が一番わかるんじゃない。 

○萩副区長  ちょっとさびしかったです、はい。 

○西田部会長  それは、言うことないですよ。うん。後でよせてもらったんですけ

ど。 

○奥本課長  ありがとうございます。 

○西田部会長  フラダンスでもすごかったよ。今福鶴見の。 
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○奥本課長  フラダンスの方たちは。 

○西田部会長  親子３代でやってる。下の娘さん、上手に踊ってましたよ。ほんと

魅力あるよね、フラダンスね。楽しかったですよ。フラもまた来年も続けてもらって、

これはね。ダンスにこだわらんけども。 

○奥本課長  今、おっしゃったように同時間帯の開催でしたので、あのイベントが

終わった後、今、副区長が申し上げましたけれども、開会式をちょっとずらすとかで

すね、課内でもいろいろと検討しまして、来年どうしていくべきかというのを考えて

いこうと思っています。 

○萩副区長  当然テントも要りますしね、暑かったですね。 

○西田部会長  暑かったですね。 

○宗宮委員  ちょっとワールドフェスタのことやけどね。ワールドフェスタの企画

自体は、その前のアウトドアイベントで榎本を通して近大の学生が企画していたのと

ほぼ同内容だったんですよね。別に同内容がええとか悪いとかいう話ではなくて、こ

のワールドフェスタの企画をされるにあたって、内容を見ていたら例えば留学生をも

っと活用するとか、そういう意味で言ったら、関西外大とか大阪外大とか、大学の留

学生って本当に今たくさんいますよね、そういうところに学生を通じて広げていく。

ロハスのメンバーが前回、近大生を呼んだとき、ロハスのグループの担い手とうちの

寺子屋のメンバーでこのアウトドアフェスタのときに取組みをしてくれたんですよね。

そのロハスのメンバーの中には、いろんな大学の人が参加してるから、そういう学生

のチャンネルを使ったら確かにダンスを踊ってくれてはる幾つかの国のダンシングチ

ームとか、配置してるというのはあったやろうけど、もし大学生のそういうチームに

この企画の段階でもう少し早目に声をかけてやってはったら、もう一回りも二回りも

味の変わったような内容で強化できたんちゃうかなというのを実際僕も会って思って

て、そういう意味で言ったら、ワールドフェスタの企画の段階で、参加可能な人たち

がおるわけやから、そこにもっと声をかけてもらったら、ずっとあそこの国際庭園の
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活用の仕方といって、区役所がついてるわけやから、学生の声掛けの仕方というのは、

やっぱり１カ月、２カ月前では無理ですけれども、そういったチャンネルを通じたら

各外国の、もう後になってますけれども、そこに配置するとかね。もう少し一ひねり、

二ひねりが可能やったんちゃうかなというのは、来年に向けて続くのであればぜひそ

ういうことをやってもらいたいと思います。 

○奥本課長  ありがとうございます。 

○西田部会長  榎本連合はね、皆さんご存じのように、いろんな行事の中で高校生、

大学生の取組みがたくさんあるんですよ。役所のほうからまた宗宮委員じゃないけど

も、連合の方にそういうことを話しすることによって、いろいろとつながりができる

と思うのでね、そういう相談もしなはれ、これからもね。大事だと思うわ。この広い

区の中で、誰か必ずそういうつながりがあるんで、持ってますんでね。例えば町内会

議でも連長会議でもええやん、そういうことをやるためには皆さんのほうで紹介して

くれるようなそういうところないですかとか、ちょっと一言聞いて進んでいったらも

っと、今、おっしゃるように非常に多くの人が集まることができると思います。宗宮

さん、そうでしょ。 

○奥本課長  また、教えていただければ。 

○西田部会長  相談してください。 

○奥本課長  そうですね。今回、大阪の国際交流センターにまず話をしまして、そ

こから学生支援機構をご紹介いただいて、いろいろと留学生と調整をしたんですけど

ね。 

○西田部会長  いろいろご存じですので、役所の方はね、それがあるんで我々逆に、

今言った逆のこと、我々がお聞きして紹介してくださいよというのが多いけど、また

それはそれでお互いに。 

○奥本課長  そうですね。またご存じの方がいらっしゃれば、宗宮委員にも教えて

いただければ。出演される方とか、参加される方というのは、これからどんどん増え
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ていけばより内容もおもしろくなっていきますので。 

○西田部会長  そうですね、はい。 

○奥本課長  区民まつりと相乗効果で一大イベントになるのかなと思ってますので

またいろいろと教えていただければ。 

○西田部会長  それでは、安間委員。 

○安間委員  一つは、このいろんなコンサートとか、今のようなどろんこ王国とか

おやりになってますけれども、ふつうこれに人数がどれぐらい参加してるかというよ

うな数が書けたらちょっと大きさがわかってくると思うんですけれど。 

○奥本課長  そうですね。 

○安間委員  それは、そのときによって違うかもわかりませんけどもね。 

 まず、一つは人数を集めなあかんということもあるでしょうし、それからもちろん

人数の大小にかかわらずこれは非常に重要な企画やというのも、そちらから見たり

我々から見てもあると思うので、それとの順位がどういうふうになるのかというふう

なところで、取組みがある程度見えてくるんかなというような気がするんですね。 

 それから後、やっぱり、このお金がそれに絡んでくると思うんで、私らも蛍の幼虫

放流みたいなことをライオンズでやりましたけどね、それ一つにしても、１０万近く

の金が簡単なあれでも出ていきよるから、やっぱりどこかスポンサーがおらないかん

場合と、役所からお金が出るのか出ないのかというのはちょっと僕らはわからんので

すけれども、予算に組み込められるものと、組み込められずにあまりお金の要らない

ものもあると思うんですけどね、それもちょっとセレクトしてうまく分けて説明され

るともう少しわかりやすいというのと、この２７年度にしても、もう半年きてもうあ

と半分ぐらい。今、話を聞いていると、何回かやろうと思っていますというような話

が出たんで、思ってるだけで終わっちゃうかもしれんというような気もせんでもない

んですけれども、具体的にいつといつとにどうやるんやというようなことがわかれば、

それもちゃんと書いておいていただければありがたいと思う。 
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 それからこの冊子の発行というのがありますけど、これはまだですね。つくっては

るとこ。 

○奥本課長  作成の途中ですね。ですから今、どのような内容にしようかと調整し

ています。 

○安間委員  中身をまだ検討しながらやるいうとこで。 

○奥本課長  そうです。 

○安間委員  そうすると今年中ぐらいには発行できるんですかね。何ぼぐらいつく

りはるん。 

○奥本課長  ４万８，０００部です。全戸配布します。年度内です。ほか、小学校

にも教材として使えるような形で活用も考えてます。 

○安間委員  年度内。 

○奥本課長  年度内に作成、配布します。 

 魅力という観点で鶴見区のさまざまな名所、旧跡にもスポットを当てて掘り起こし

ていき、一つにまとめていって、皆様方がそれを見ると鶴見区ってこんないいところ

があるということがわかるような内容にしていきたいと思っているんですね。 

○安間委員  それとこういうイベントが必ずどこかで今日こんなことやってますよ

というのは、展示されている、明示というのかな、どこかで。例えば地下鉄降りたと

ころのあそこへ出たら真正面に、今日は何してますよというようなこととか来週こん

なんしますよみたいなことは、どこか見れば、そこの看板を見れば、必ず我々でもわ

かるというふうな仕掛けはあるんですか。 

○奥本課長  そうですね、区内の今福鶴見・横堤・鶴見緑地駅のところに区の情報

コーナー、掲示板を設けておりまして、そこに当然広報紙も貼りますし、チラシも配

架して、情報のＰＲには努めています。フェイスブックでも今日開催しますよと事前

告知ですね、２、３日前から何度かはしています。 

 いろいろと広報もしているわけなんですけど、広報紙とかホームページだとかフェ



－20－ 

イスブックだとかチラシも一応区役所で考えられることはしているんですけど、ほか

にこういうことをすればもっとイベントの周知につながるよとか、いい妙案みたいな

ものはないですかね。どんどんイベント情報が伝わっていくような、何かそういうア

イデアみたいなものがあれば教えていただきたいと思うんです。 

○安間委員  いろんなイベント専門の新聞に１枚入れるようなチラシみたいなのを

つくって、どれだけ費用かかるかみたいなことはありますけど、それをぽっとしてた

ら、２、３カ月の間にこういうなんがあるねということが、例えばわかるような方法

とかもあるんかなという気がするんやけどね。 

 それと今、場所と言いましたけど、その場所って、例えばどこかホテルへ行って何

かのイベントをやっているとすれば、案内状にきっちり書いてあって、それを見とっ

たらいいんですけど、見ないで行ったら今日、会議はどこであったかなというたら、

看板を見ると何階の何とかの部屋でライオンズクラブの会合をやっていますよみたい

なことがあって、ああここやった、ここやったと行くわけですけどね、それがいつも

同じような、花博の信号を渡ったところにばーんと書いてあって、そこを見たらいつ

でも今日は何をやっているかわかるというようなことで、誰もがそこへ行けばわかる

というようなことをすればだんだん定着してくるん違うかなという気もするし、あん

だけの広いところやから、違うところへ行っちゃったら多分、そんなんあったんとい

うこともあるんじゃないかという気がするんですけどね。それとその地図で、Ａ地区

でこれをやっているよ、Ｂ地区ではこれ、といったような、大まかな区割りがあった

ら、もう少しわかりやすいかなというような気がするんですけどね。 

○奥本課長  公園入口にその案内板みたいなものがあって、今日の催し物はこんな

んやってますとかですね。 

○安間委員  それが毎日変わったり、二つも三つもあったらどうすんのかいなとい

うこともありますけれどもね。 

○奥本課長  なるほどそうですね。統一したものがあれば非常にわかりやすいです
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ね。 

○安間委員  じゃないかと思うんですけどね。 

○西田部会長  大きな看板を立ててやな、周知できるようにしたってや。 

○奥本課長  そうですね、鶴見緑地駅降りたところでもそういうものもあればおも

しろいですね。 

○河村区長  そうですね、確かに。この前ワールドフェスタをやったときに思った

のは、鶴見緑地の駅を出たところの広場になっているところをＰＲの場に、それこそ

大きい看板でも置いて。 

○安間委員  あそこは使えるんですか。 

○河村区長  それがちょっと交通局と話をせなあかんのですけどね。 

○安間委員  そんなんがようよう来て思うようにいかへんとかね。 

○河村区長  信号渡ったところに置いてとすると、人の流れも誘導できるかなとい

う。 

○西田部会長  それじゃあ、考えてもらいましょう。 

○奥本課長  そうですね。 

○西田部会長  ほかに林さん。 

○林委員  何にも参加させてもらってないから勉強不足やと思ってます。区民まつ

りのときも国際庭園まで行ってませんので。 

○西田部会長  木村委員、何かあったら。 

○木村委員  そうですね、全体に活発にいろいろやっていこうという姿勢が見えて

非常にいいとは思うんですけれども、全部が全部、力を入れるとどこかでこじれそう

な気がしますんで、ある程度、主な項目をピックアップしてそこに力を入れるという

ほうが方向性としてはいいのかなという、個人的な見解ですけども。 

 あれもこれも全部やりたいとなると、なかなかどっちつかずになることもあると思

うので。 
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○奥本課長  そうですね。 

○木村委員  その辺をちょっと考えていったら、もっと伸びるとこはずっと伸びて

いくでしょうし。 

○奥本課長  ありがとうございます。 

○木村委員  要らんもんはないんでしょうけどね。 

○奥本課長  いろいろといろんなイベントもさせていただいていまして、いろんな

取組みをさせていただいています。これをずっとやっていくということではなくて、

いろいろイベントでも内容を精査していって、くっつけられるんやったらくっつけて

いくとか、新しいものをそこから生み出していくとか、いろいろと変えていかないと

いけないと思います。 

 ですから、今、１０やっているものを、来年もまた同じものを１０やります、再来

年も同じものを１０やりますということではなくて、その数が増えたり減ったりする

んでしょうけれども、内容についてより区民の皆さんがおもしろかったなとか、これ

はためになるな、参加したいな、手伝いたいな、一緒にやりたいなというような形で

そのイベントが区民の皆様のものになるというような、そうなっていけば本物なのか

なと思っています。 

○木村委員  そうですね。すみません、以上です、はい。 

○西田部会長  すみません、よろしい。 

○木村委員  はい、結構です。 

○西田部会長  はい。そのほか何か。 

○奥本課長  お聞きしてもよろしいですか。 

 種花活動をずっと女性会の皆さんを中心にやっていただいているんですけれども、

今、ボランティアの皆様が１８０名程度いらっしゃるんですけれども、固定化という

んですかね、同じ方がずっとされているということもありまして、今津のほうまで行

くのに水やりがちょっと大変ということで、区役所でも先ほど申し上げた拠点の複数
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化というか、南のほうは今津でありますし、北のほうは緑地にあります、そんな形で

分けたらどうですかということをお話させていただいてるんですけども、やはり、ボ

ランティアの方のすそ野を広げるというんですかね、花が好きな若い世代の方たちが

どうすれば参加できるかなといろいろと考えておりまして、そのことについてちょっ

とお知恵をお借りできたらなと思うんですけど。 

○西田部会長  私もそれで悩んでますねん、連合として。今津まで行くのに危ない

んです、自転車で。年配が年いってるから遠くに自転車で行くのは危ないと、そうか

というと我々が送っていくわけにはいかんし、これは来年の夏になったらほとんど交

代で水やりやってますわな。 

 おかげさんで榎本の木村会長が非常に、あの人熱心やからな、大概水やり毎日のよ

うにやっているから助かるけどね。だけど、うちのもん、花についても好きな人を募

集しているわけですよ。ところが今は、話に出てるように若い人がおれへんねん。お

れへんっておかしいけど、募集してるんやけど、若い人で。まして普段になかなか行

かれんというようなこともあって、今のうちのメンバーも行ける人というたら、男が

２人と、女性が５人、７人入ってますねんけど、非常に困ってますねん。だから今お

っしゃるようにできたら、こちらのほうで植えるところがあれば助かるなと思ってま

すんやわ。その話ししたかってんけど。 

○宗宮委員  僕は、この種植えの初期のときには日曜日に水やりとか植えつけとか

いうのをちょっとやっていて、日曜日ばっかりはもう数が足りているということでお

りさせてもらったんですけども、この事業が始まるときには種花の基地やと、この基

地で苗ができて鶴見区内の町を全部緑にしていく、花いっぱいにしていくねんという

うたい文句やった。ところが榎本でも、この苗を町中にというたときに、基地として

その花がどこへ行っているのかというのかが見えないと、ここで育てたやつをここの

道路の街路樹があるその周りに植えんねんとかいう、ここの基地でできたやつをどこ

で咲かすんかという物語があればやりがいがあるのに、あそこで終わってしまうと。
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例えば、榎本でもそうしたいというてんけど、なかなか道路の使用権限というか許可

が出ないということで、要らんもん置かんといてくれという話になったりとかいうふ

うなことになって、結局は会館や小学校に持って行っていると。 

 それから、種花事業の基地として区内を花だらけにすんねんということが実現して

いないということが、やっぱりここが種花の基地なんだというところでの参加の苦労

みたいなものが見えない、報われるという形で見えないということになってんのちゃ

うかなというふうに思ってて、やっぱり花と種を育てるというところに人が集まらな

いんじゃなくて、ここでつくった苗がどこで花になってますよということを最後まで

区役所は面倒を見て、僕らが言ったのは街路樹の土ありますやん、木があって、そこ

へ植えさせてもらうとかいうふうなことをいうたら、許可をとられへんのかというの

は、最初のころ随分言うてたんですよ。 

 せっかく生えたやつを小学校にやってみると小学校は喜ばはるけど、それまでの話

で物語にならへんのですね。小学校に花はいっぱいあるんですよ。だから、町中花に

なってない。種花の最初の構想がやっぱり実現してないというか、そこでは同じ市や

ねんから、ちょっと結論のところを、どこで咲かすんかというところでの責任を大阪

市が最後まで、区役所が最後まで責任とってへんのんちゃうかというのは、この最初

のころの立上げのときにかかわった者としては、同じように水をやりながら話をして

たことです。 

○奥本課長  そうですね。その道路のところの街路樹については。 

○宗宮委員  榎本でやろうと思ったらそんなんあかんって言われました。 

 それができるというような筋道はやっぱり行政の側でとるというふうなことをして

もらうとかね、僕らが思いつきで言ってるだけの話で、基地なんやと、その苗をどこ

へ持って行くねんというところまで、やっぱり区役所が面倒を見てくれへんかったら、

楽しみ半分ですよ。 

○奥本課長  おっしゃるとおりそうですね。学校とかなかなか住民が見えないとこ
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ろに持って行かれるよりは、街路樹とか道路とかで花がきれいになってきたらこれは

種花活動ですよ。ＰＲすれば効果的で非常に参加者の方もやろうかなと思われる。お

っしゃるとおりですよね。 

○筒井課長代理  例えば淀屋橋の周辺の御堂筋でも道路の交差点のところにコーナ

ーがあって、そこにいろいろ花を植えたりされてるんで、決して道路上に植えたらあ

かんということには多分なってないはずなんで、それは市の中で再度確認させていた

だきます。 

○宗宮委員  そこの筋道までは、僕らがやるんやなくって、ちょっと区役所で責任

をとってほしい。 

○筒井課長代理  それはもう行政の中の話ですので、確認し、調整させていただき

ます。 

○林委員  それはどれぐらいの面積、僕も勉強不足であれやけど、何本ぐらい花が

植わってるんですか。その畑みたいな感じですね。 

○宗宮委員  ポットの数は正直言って年々ちょっと減ってますよね。最初ポットの

数ものすごい数やったんですけどね。 

○林委員  ものすごい言うたらそれが１００なんか１，０００なんか１万なんかわ

からへんけど。 

○奥本課長  種花活動で今、植えている花の数ですね。 

○林委員  うん、数とか種類とか言うたらどれぐらいの。 

○宗宮委員  減ってきてる。 

○筒井課長代理  ４００ポットぐらいです。 

○林委員  ４００。 

○筒井課長代理  それを年２回ですね。 

○西田部会長  ４００何ぼもろてますわ。 

○奥本課長  １地域大体４００株です。 
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○宗宮委員  それならそれの１２。 

○林委員  会館の前にずっと並べといて、福祉会館に来てくれはったら、わあ、き

れいやな言うて皆言うて。 

○宗宮委員  福祉会館はね、やってますよね。 

○林委員  やってんねんで言うて、入ってや言うて皆声かけしてはりますけどね。 

○安間委員  最終的に道路とかそういうところへやるのが目的なのか、各家庭にそ

れを配ってヨーロッパのきれいな花が植わってる家がありますわな。ガーデンという

か、そういうところの場合は出窓があってそういうところにポットを置いてざっと垂

らしてみるとかいうような形で、全部の民家がそういうふうになれば非常にきれいと

は思うんやけど。そういうふうなことにしようとしているのかによっても、コンセプ

トが変わってきますわな。だから最初からどうしようとしていたかという企画が私は

ちょっとわからないんですけれども。 

○奥本課長  種花活動の目的といたしましては、町の美化とかうるおいのある花と

緑のまちづくりを推進するということと、花に愛着を持って地域に親しむという形で

すね。 

○萩副区長  最初のころは、やっぱり持って帰ってはりました。自分とこの玄関に

置くとかね。そういうのが結構多かった。 

○安間委員  前、花博の会場あったころか、鶴見でも３０周年とか何かでみんなば

あっとこう。何ていうの。 

○萩副区長  プランターですね。 

○安間委員  プランターに植えて各自持って帰ったり何かして置いてましたわな。

それがたくさんあるときはきれいかったように思うんやけど。なかなか毎年続かへん

というようなことになるんかどうかですけどね。 

○河村区長  今年はこういうパンフレットをつくって、種花事業の由来というか、

意味合いとか、具体に何やねんというのをＰＲをしてるんですけどね、そういったこ
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とがもっと全体的にわかるように、例えば道路に植えるにしてもこれは今津の基地生

まれの花やみたいな、例えばね、あればもうちょっと愛着もわいてきて意味がわかる

のかなというふうに思いました。 

○西田部会長  ７月ごろに皆、各入れ物にしてましたね。 

○奥本課長  そうですね、はい。 

○西田部会長  そう思います。植えかえたりして。各自治会館には皆さんきれいに

してくださる、会館とかね。それ以外に、余り言うたらおかしいけど、たくさんあれ

ば、私もそうやけど、一つもらって帰って家の前へ置いてますけどね。通りに飾って

るけどね。うちの前でよくしてあるやろ。それも帰り際一つ持って帰っておいてある

けどね。 

○奥本課長  そうですね。非常に暑い中を水やりしていただいて、皆さん頑張って

いただいてまして、この活動は広がっていけば区のイメージである花と緑というまち

づくりのコンセプトに。 

○西田部会長  それは女性会が主体でやってますのでね。それの前にね。 

○奥本課長  はい。 

○西田部会長  それから今さっきも何回も言うけど、年いってて今津まで行かれへ

んからうちらの場合、特に川からこっちのほうに。危ないからね。 

○奥本課長  はい、今津橋のところですね。 

○西田部会長  できるだけそういうところがあればありがたい。いいんやけどね。 

○安間委員  畑がなくてもええんか。こんな鉢植えでやってるんやったら。 

○西田部会長  そうそう。 

○安間委員  何か倉庫みたいなところ。 

○西田部会長  あれな、あの前に会館あるわな。 

○宗宮委員  トモノスさんが。 

○西田部会長  はいはい。 
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○林委員  トモノスの前に、夏場で。 

○宗宮委員  雑草や殻がいっぱいあるところを掃除して、菜の花植えて。 

○筒井課長代理  ちょうど鶴見緑地の西側で今、施設があいているところがござい

ますので、そこを使わせてもらってできないかということで今、調整させていただい

ています。 

○西田部会長  お願いします。 

○筒井課長代理  そこでは昔、散水もできてましたので、そういった施設が使える

のかどうかの確認も含めて今、させていただいてます。 

 基本的にどの植栽も大阪市が責任をもってするんですけれども、どうしても地域の

ほうでこのあたりに植えたいということであれば、必ずだめということにはなってな

いはずなので。あと、鶴見緑地のちょうど駅前の花壇も、あれは公園の中なんですけ

ども、そこを借りて、こちらのほうで植えていただいて花を咲かせていただいてます

ので、大阪市の中でだめということには多分なってないはずなんで、それの確認をさ

せていただきます。 

○河村区長  公園が植えてると思われてるかもしれんしな。 

○筒井課長代理  種花で植えてますと看板もつけて鶴見緑地の駅前はやってるんで

すけどね、はい。 

○西田部会長  ほかどうですか。よろしいでしょうか。時間のほうも過ぎましたの

で。 

○大原委員  １点だけいいですか。ちょっとだけいいですか。 

 ちょっとこれお願いというか、実行いただきたいことなんですけど、スポーツフェ

スタの件、ちょっとしゃべってもいいですか。いつもサッカーをやっていただいてる

んですけど、ちょっと細かい話なんですけど、サッカー以外のやつというのはあるん

でしたっけ。 

○奥本課長  ２年前に、スポーツフェスタということで、サッカーとバレーとテニ
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スです。これを緑地内のテニスコートとかスポーツセンター、球技場を使ってその３

種目を２年前はやらせていただきました。夏の８月ですけど。 

○河村区長  去年やで。 

○奥本課長  去年の８月です。すみません。 

○大原委員  前の人からもあった話なんだけど、それ以外のスポーツもやっていた

だきたいという声があったのがまず１点と、つる魅力のアップというところであるん

だと思うんですけど、そういった教えてくださる方、例えばサッカーだったらセレッ

ソの方とかいましたかね。 

○奥本課長  そうですね。 

○大原委員  鶴見出身の方とかがいるんだったら、そういう方に教えてもらうと、

自分らの区の中にこの人が、巣立っていった人がいるんだという意味でプラスになる

んじゃないかなということと、例えばラグビーなんかでしたら、清宮さん有名な方な

んですけど。 

○奥本課長  茨田高校出身ですね。 

○大原委員  そうですね。茨田中学出身ですね。茨中、茨高やったと思うんです。

例えば、そういったラグビーでも有名な方はいますし、ソフトボールとかでも女子の

方やったら実業団に入っている方もいらっしゃるって聞いてますし、バレーでしたら

東洋の魔女もいたんですかね。 

 結構、鶴見の有名な方がたくさんいらっしゃるので、そういった方たちが講演会で

あったり、教えるとかそういうのをやれば、いいモチベーションになるのかなという

のを思ったりするので、そういったことももしできるんだったら、向こうも地元だっ

たら安いし、安く来ようかなと来てくれるかもわからないんで、そういうのを考えて

いただいてもいいかなという。 

○奥本課長  そうですね。小学生も、中学生もそうなんでしょうけども、本物に触

れるというのは非常にいい体験だと思います。おっしゃられたみたいに、そういう体
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験をすることによって夢を見れるような形になりますし、職業についても実感するよ

うなところもありますので、イベントとしては非常によかったかな、参加者の子たち

の満足度が非常に高くて、スポーツイベントとしては大分成功したと思っています。

スポーツ施設指定管理者さんがいらっしゃいますので、その指定管理者さんといろい

ろとお話をしていって、これから検討していこうかなと思います。 

○大原委員  お願いします。 

○西田部会長  よろしいか。それでは、一応意見のほうも出てお聞きしましたんで、

これぐらいで終わりたいと思います。 

 それでは、予定されている議題はこれで終わります。なお、これが最後ということ

で、冒頭に申しましたように皆さんには大変ありがとうございました。 

 最後ですが、一言ずつ挨拶してもらおうかなと思いますので、木村さんのほうから

こう回ります。 

 一言で結構です。区政会議の委員に入ってもらって何かありましたらどうぞ。なん

でも結構ですので。 

○木村委員  そうですね、どうもありがとうございました。 

 区がやっているといいますか、ボランティアとかみんないろいろやってはる内容が

もともとよく把握できてなかったんですけれども、ちょっとはわかったかなと、また

人に聞かれてもわかる範囲では説明できるかなと。だからそういうことがあったんで、

こういう委員にもどしどし参加して、みんなちょっとでもわかるようになればもっと

もっとよくなると思うんで。１年ありがとうございました。 

○西田部会長  大原さん。 

○大原委員  あまりいいことを言えなかったと思うんですけれども、自分もこうい

った地域の活動に興味を持てるようになりましたし、また何か今後、鶴見区のために

やっていけたらいいなと思えるきっかけになりましたんで、いい経験をさせていただ

きました。どうもありがとうございました。 
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○西田部会長  ご苦労さまでした。安間委員。 

○安間委員  途中で日にちが合わなくて、１回か２回か欠席させていただいたかな

と思うんですけれども、ちょうど最後に寄せていただいた。ただ、前からも少し申し

上げていますように、そのどんどん進むスピードが、ちょっと我々経営者的な感覚か

ら言ったら遅いなという感じがしますので、もっとスピードを上げていかないと、１

年たって何か一つかぐらいやったかなで終わってしまうような感じがしてるんで、も

うちょっとスピード感覚はお願いしたいと。 

 例えば、今、たまたまこういうあれいただきましたけども、何かうちにも回覧板で

きてるかもわからんですけど、家内がすっとほかへもう回してしもたんかどうかそれ

もわかりませんねんけど、できたらこういうこれに関するあれやったら我々にこの数

名しかおらんのやったら、直接ダイレクトしてもらってもいいんかなというような気

がするんですけどね。こういう第１部会の関係のものですというようにしたらそれな

りに見るんかなというような気もしたんで、それも一つのＰＲかなというような気が

するんですけどね。よろしくお願いします。 

○西田部会長  ありがとうございます。 

 私のほうから、皆さんにはいろいろとお世話かけました。まだまだいろんなことで

皆さん方と検討していかないといけない点、話し合いをする点があります。それは来

期の区政会議ですることとして、とりあえず第１部会の皆さん方にはいろいろとお世

話になりました。本当にお礼申し上げます。ありがとうございます。 

○藤井委員  大変いい経験をさせていただきました。長いようですけれども、あっ

という間の２年間で、区の本当にわかっているようでわかっていないことがたくさん

あったんですけれども、こういう会議に参加させていただくことで、区のことがよく

わかってきたと思います。これを機会にもうちょっと興味を持って、これからも何か

協力できることがありましたら、これからも頑張っていきたいと思いますので、今日

はありがとうございました。 
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○西田部会長  ありがとうございました。 

○林委員  私が一番勉強不足でいろいろと勉強させていただきましてありがとうご

ざいました。 

○宗宮委員  私、途中から参加で、勝手もわからずにちょっとピントはずれなこと

を言ってたかもわかりませんが、この会議に参加して相当な情報を開示されているん

だなというのをちょっと正直言って驚きました。 

 こうちゃうかと思っていたことが具体の数字を挙げてこう書いてある内容を見て、

ものすごい勉強になったということでいい経験させていただきました。 

 僕はまだ消化しきれてないから、ええかげんなことを言うたらあかんのやと思いな

がら、ここで聞いたやつというのはできるだけおしゃべりにならなあかんのかなとい

う感じがあって、区政にかかわる情報がここまで開示されてるんやったら、もっと地

域でこういうことまで区役所が言うてるよ、出してるよということをもっとおしゃべ

りにならなあかんなというのを参加して思ったということです。 

○西田部会長  はい、ご苦労さんでした。ありがとうございました。 

 それでは、最後まで皆さん方の活発なるご意見どうもありがとうございました。 

本日は土岐議員さんもおいでですので、議員さんのほうから一つ。 

○土岐議員  どうも皆さん、長時間熱心なご議論いただきまして大変ありがとうご

ざいました。２７年度の事業が行われている中で、来年度の方向性ということで、な

かなか大変な部分もあるのかなと思っておりましたけれども、貴重なご意見をいただ

いて感謝をいたしております。 

 区役所の方々におかれては、そういったこの間のご意見・提案等、２７年度の事業

の途中ではありますけれども、取り入れるところは取り入れていただいて、２８年度

の方向性も大体、今年度と流れが続いているような感じがいたしますから、どういう

形で総括してこのさまざまな委員の皆さんのご意見を形にしていけるのか、よく検討

していただきたいというように思っておりますので、よろしくお願いいたしたいと思
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います。 

 各委員の皆さん、２年間、大変お疲れさんでございました。ありがとうございまし

た。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

○西田部会長  それでは、閉会にあたりまして河村区長から一言お願いします。 

○河村区長  今日は皆さん本当にありがとうございました。 

 また、２年間ということでお世話になりました。私自身となるというと１年半のお

つき合いということでございますけれども、本当にいろんな貴重な意見、役所の中に

いただけではわからない意見をいただきましてありがとうございました。 

 今日いただいた意見を参考にさせていただいて、また次のステップに進んでいきた

いというふうに思っております。 

 特に、いろんな事業をやっているということなんですけれども、やっぱりご意見の

中にもあったように、それぞれの事業が発展していくものもあれば、変えていかなく

てはならないものもあると思いますし、イベント自体が自立していくというんですか

ね、そういったことも大事やと思います。 

 これちょっと別の部会の話になるんですけれども、春に高校生の軽音楽コンサート

というのをやっていまして、鶴見緑地の中の三つの会場を使ってやっているんですけ

ど、大阪府下の３０校ぐらいの学校から毎年オファーがあって、年々増えてましてね、

断るのが大変みたいな状況になってまして、その軽音楽の合間には清掃活動というこ

とで、ダスキンさんに協賛いただいて、ごみ袋を配っていただいてそれで鶴見緑地の

ごみを拾って回るというようなことがもう定着してまして、この時期にはこれをやる

んやというふうなことになってます。 

 一例ですけども、そんな形でほかの事業も、役所がかまなあかん部分はかまんなあ

かんと思うんですけれども、次に渡していけるというか、ほっといてもそれを進化し

ていくというようなことができれば一番いいと思いますので、少しでもそういうふう
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な方向にいけたらなと思っております。 

 これはできるかどうかわかりませんが、役所が行って事業をするとなると、専ら持

ち出しの部分になってしまって、予算を使っているだけということになってますので、

そこで何か金もうけみたいなんができればね。例えば、そこで一定の収益を役所のほ

うが取れれば、それをまた区の予算に還元できるというようなこともあろうかと。た

だこれはなかなか難しいところがあって、例えば民間の事業者さんに一定の運営を委

ねるとかそういったことも含めて、また今後考えていきたいというふうに思います。 

 ということで、本当に２年間ありがとうございました。また、お世話になることが

あると思いますが、よろしくお願いします。 

○西田部会長  それでは、皆さん本当に２年間、いろいろとご意見いただきまして

円滑に進めたこと、部会長としてお礼申し上げたいと思います。ありがとうございま

した。 

 以上、これをもちまして終わらせていただきます。どうぞ皆さんこれからも気をつ

けて。ありがとうございました。 

閉会 ２０時１７分 


